













資料」 ／与謝野晶子自筆歌稿 「秋の薔薇」 『就実論叢』 第四〇号 （就実大学・就実短期大学
　
二〇一一） ）においては、 「泣菫文庫」資料



































































































































































































































「湯あかりの後」一〇首の内二首、 「土ふみて」一〇首の内六首が所収されている『夏より秋へ』は、大正三年一月、晶子三六歳の詩歌集である。挿画は藤島武二、 扉には 「文学博士上田敏先生に献ず。 」とあり、 「上の巻」に短歌五一〇首、 「中の巻」に短歌二五七首、 「下の巻」は一〇二編の詩が収められている（逸見久美「解題」 （ 『定本與謝野晶子全集』第三巻（講談社
　
昭和五五年） ） ） 。 「下の巻」の巻
















































































































































































































































































































刻を示した。〔初出〕︱「湯あかりの後」 （ 「大阪毎日新聞」大正二年七月二〇日）〔歌集〕︱『夏より秋へ』 （大正三年一月）〔拾遺（大正二年） 〕︱〔初出〕掲載、 〔歌集〕未収録の作品。 『全集』の「明治四十五年・大正元年〜六年 拾遺） 」の内、 「大正二年」の「拾遺」によった。 「拾遺」は前掲〔初出〕の「大阪毎日新聞」によるため本文は省略した。




















































































































































































































































































た作品と推測されるものの、 初出は不明で、 内六首が『夏より秋へ』に所収されており、幾つか 表現の異同が見出される。「湯あかりの後」では、歌集のみならず、原稿と初出の「大阪毎日新聞」掲載歌との間にも 表記等 異同が見られた。特筆すべきは、 「湯あかりの後」の「大阪毎日新聞」未掲載・歌
集未収録の二首、 「土ふみ 」の歌集未収録 四首で、こ らの作品が、 発表 まま自筆歌稿のみ泣菫の元に残された経緯は詳らかではなく 同歌や類歌の他紙・誌へ 掲載 可能性 考慮されるが、晶子自筆の未公 短歌である可能性が高いことを指摘しておきたい。
末筆ながら、 「泣菫文庫」を担当されている倉敷市文化振興課、
同課主任・秋山剛氏 および、長年に亘り『泣菫小伝一〜九』 （薄
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田泣菫顕彰会
　
平成一四－二二年）を刊行されるなど、泣菫生家の
ある倉敷市連島から精力的に泣菫顕彰事業に尽力、 「泣菫文庫」についても常日頃よりご助言頂いている「薄田泣菫顕彰会」事務局・三宅昭三氏に心より感謝申上げた 。
